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広報おおず 2004 1月号

西暦2003年の出来事

このほか、高速道路の宇和町への延伸、

大洲城天守閣の完成などを目前に控え、

大洲市の将来に向けたまちづくりが一層

進んだ年でした。

大洲市であった身近な出来事を写翼で

紹介します。

西暦2003年、大洲市 -長浜町 ・肱川

町 -河辺村による市町村合併(来年 1月

予定)に関しては、新市の名称を「大洲

市Jとすること、また市役所(本庁)の

位置を現在の大洲市役所とすることなど

が決まりました。
、

第55回成人式企 1月13日「伊予路てくてくJ大洲から放送企 2月5日大洲保育所・子育て支援センター落成式"'3月24日

20年ぶりの県議選企 4月13日王郎河川敷でひまわりの種まき企 5月13日うかい聞き"'6月1日
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四
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日
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泳
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四
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・
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落
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う
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聞
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1月号広報ああず 2004

西暦2003年の出来事

むねあげ

企4月4日 大洲城天守閣復元工事の棟上が無事完了したことへの感謝と、建築に携わる工匠の労をねぎらうための儀式「上棟式J
がありました。続く 5、6日には一般見学会、五記名会などが聞かれ、6千人を超える人出で賑わいました。

大洲市シ‘ュニアトライアス口ン大会A7月27日新市の名称が「大洲市」に決定企 8月28日アスフアルトプラン卜火入式A9月12日

市民運動会A10月12日2万人目の見学者に富原功さん (徳島市)企 11月23日大洲市駅伝大会企 12月6日

20 
日

ロ大大 清郷
ン洲洲掃土
大ジ市 美
会ユ暴 化
ニ力運
ア追動
ト放
ラ市市
イ民 内
ア大 ー
ス会斉

2726 
日日

8
月

3
・
4
日
川
ま
つ
り
花
火
大
会

4
日
臨
時
市
議
会

6
日

大

洲

夏
季
大
学
(
講
師

・
石

川
ひ
と
み
さ
ん
)

H
・
日
日
大
洲
城
天
守
閣
復
元
工

事
見
学
会

大
洲
市
カ
ヌ
l
ツ
ー
リ
ン
グ

駅
伝
大
会

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
第
2
次
サ
ー
ビ

ス
開
始

新
市
名
称
「
大
洲
市
」
を
確

認
(
第
9
回
大
洲
喜
多
合
併

協
議
会
)

24 
日

25 
日

28 
日

2 1010 9 
日 月 日 月

9
月
定
例
市
議
会

(
1
初
日
)

住
民
投
票
受
任
者
名
簿
公
開

訴
訟
判
決

米
子
市
を
訪
ね
る
旅(

i
幻
日
)

科
学
体
験
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル

第

1
回
肱
川
流
域
委
員
会

20 
日

お
目

白
日

刊
月

2
・
3
日

大

洲
ま
つ
り

衆
議
院
議
員
総
選
挙

福
祉
と
健
康
守
つ
く
り
市
民
の

つ
ど
い

臨
時
市
議
会

24 9 
日日

10 6 1 1227 
日日日 月 日

第

2
回
肱
川
流
域
委
員
会

大
洲
市
駅
伝
大
会

ロ
月
定
例
市
議
会

(
i
M
日
)
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1月号広報ああず 2004

河川や土地に関する情報

• 

• 
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土
砂
災
害
防
止
法
が
平
成
日
年
4

月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

県
で
は
、
土
砂
災
害
防
止
の
た
め
、

各
種
対
策
工
事
を
進
め
て
い
く
と
と

も
に
、
土
砂
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ

の
あ
る
土
地
の
区
域
を
明
ら
か
に
し
、

そ
の
危
険
性
を
知
ら
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
早
め
の
警
戒

・
避
難
が
で
き
る

体
制
づ
く
り
を
支
援
す
る
一
方
、
開

発
行
為
の
制
限
、
建
築
物
の
構
造
規

制
な
ど
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
よ
り
正
確
に
ガ
ケ
や

容
を
紹
介
す
る
た
め
開
花
状
況
や
イ
渓
流
の
状
態
を
把
握
す
る
必
要
が
あ

ベ
ン
ト
案
内
を
ホ

l
ム

ペ

!

ジ

で

公

り

、

大

洲
市
内
で
も
調
査
員
(
身
分

間
し
希
望
者
に
は
メ

l
ル
配
信
す
る
」

主

証
明
証
を
携
帯
)
が
調
査
対
象
と
な

こ
と
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
亘
っ
た
宅
地
や
そ
の
周
辺
に
立
ち
入
り
、

の
後
、
出
席
者
約

ω人
に
鳥
居
所
長

4

調
査
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
(
家

と
桝
田
市
長
か
ら
認
定
証
が
手
渡
さ

-
裏
に
立
ち
入
る
場
合
は
、

必
ず
住
民

れ
ま
し
た
。

一
の
皆
さ
ん
に
了
解
を
得
る
こ
と
に

問
い
合
わ
せ
先

-
な
っ
て
い
ま
す
。
)
皆
さ
ん
の
ご
理
解

国
土
交
通
省
大
洲
河
川
国
道
事
務
所

-
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

河

川

管

理

課

密

@
6
5
1
7

-

「
お
花
は
ん
」
と
い
う
呼
び
名

』

「
お
花
は
ん
」
は
、

N
H
K朝
の
連
続
ド

『

ラ
マ
「
お
は
な
は
ん
」
(
昭
和
引
年
放
送
)
-

に
ち
な
ん
で
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
女
性
と

，

し
て
自
立
し
、
人
生
を
前
向
き
に
生
き
る
主

-

人
公
お
は
な
は
ん
を
女
優
の
樫
山
文
枝
さ
ん
弓

が
演
じ
、
当
時
の
人
気
話
題
作
と
な
り
ま
し
戸

た
。
大
洲
市
は
こ
の
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
地
と
な

ι

り
、
大
洲
城
祉
や
お
は
な
は
ん
通
り
周
辺
で

』『

撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ド
ラ
マ
の
主

-

題
歌
は
、
現
在
で
も
正
午
の
時
刻
を
知
ら
せ

d

る
城
山
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
サ
イ
レ
ン
で
聴
く
こ

ι

と
が
で
き
ま
す
。

¥
t

E
E
E

，，『一

E

knν
川

H
V

肱
川
を
美
し
く
す
る
お
花
は
ん

市
役
所
で
認
定
証
授
与
式

•••••• 
季
節
の
花
や
樹
木
を
植
え
て
河
川
沿
い
の
美
化
活
動

に
取
り
組
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
肱
川
を
美
し
く
す
る
お

花
は
ん
」
の
認
定
証
授
与
式
が
日
月

M
日
、
大
洲
市
役

所
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
後
、
「
お
花
は
ん
」
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
、
植
栽
す
る
花
木
の
種
類
や
具
体
的
な
活
動
内
容

が
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

•••• 

• 

応
募
者
す
べ
て
を
「
お
花
は
ん
」
に
認
定

「
肱
川
を
美
し
く
す
る
お
花
は
ん
」

は
、
国
土
交
通
省
大
洲
河
川
国
道
事

務
所
と
大
洲
市
が

孔
月
に
募
集
し
、

市
内
外
か
ら
応
募
し
た

9
団
体
と
個

人
約

1
4
0
人
す
べ
て
が
「
お
花
は

ん
」
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
に
な
り

宇品

1
レ
れ
~
。

楽
し
み
な
が
ら
肱
川
を
き
れ
い
に

大
洲
河
川
国
道
事
務
所
の
鳥
居
謙

一
所
長
が
「
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ィ
ア

を
生
か
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
楽
し
み
な
が
ら
参

加
し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、

桝
田
市
長
が
「
肱
川
を
き
れ
い
に
し
、

皆
さ
ん
の
協
力
で
貴
重
な
資
産
を
守

っ
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ま
た
、
肱
川
出
張
所
の
川
西
浩
二
所

長
か
ら
年
間
行
事
計
画
が
説
明
さ
れ
、

「
花
木
の
植
栽
場
所
は
五
郎
畑
の
前

橋、

中
村
堤
防
回
転
場
、
若
宮
水
防

資
材
庫
前
な
ど

6
カ
所
で
、
活
動
内

町
附
川
川

N

市有地を売却します

ぷ

調
査
期
間

1
月
上
旬
か
ら

3
月
末
ま
で

(
延
長
の
可
能
性
あ
り
)

調
査
を
実
施
す
る
者

側
エ

イ
ト
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

宮

0
7
8
・
5
2
1
・
2
6
0
1

共
立
工
営
側

宮

0
8
9
・
9
7
3
・
3
1
8
8

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
庁
砂
防
課

E
0
8
9
・
9
1
2
・
2
7
0
0

大
洲
土
木
事
務
所

宮
⑫
5
1
2
1

市
役
所
建
設
課

宮

@

2
1
1
1
(
内
線
2
1
6
)

大洲市若宮ホンセイジダニ

487香 14

地目 宅地

地積 200.20m'(実測)

問い合わせ先

総務財政課管財係

官 24-2111 内線 326

ノ〆汐

所在地



広報おおず 2004 1月号

消防・防災などの情報

‘~~ 
1月26日は『文化財防火デーJです

大洲市には、国・県・市が指定した数多くの文化財があります。

文化財は私たちが受け継いだ大切な財産であり、次の世代に引き継いでいか

なければなりません。この貴重な財産を火災で失うことのないように、文化財

の近くでタバコを吸ったり、たき火をしたりしないようにしましょう 。

ドン!ドン!ドン! 火の用心

防火/(1...ード

帝京幼稚園児約160人が女性消防

団員や大洲消防署員らとともに]R伊予

大洲駅前から大洲消防署までをパレー

ドし、火災予防を呼びかけました。

(平成15年11月13日)

家屋(i)防火診断

全国火災予防運動の期間中、女性

消防団員8人や消防署員らが一人暮ら

しの高齢者宅を訪問し、電気・ガス器具

などを点検しました。

(平成15年11 月9日 ~15日 )

ぬ
?でに/問、ト グ灯、ヲ六 みそ

瑞 お竺

山:ま め E
鬼きえ で署
内も ?? ど在
、J り 'ミγ ー 号ヨト

量 つ主
唱、語

、ー
~" 

/ヘ '-

徳
森 L、

現場での危険な業務に精励 '---' ， 
した元大洲地区広域消防事務 f 
組合消防司令長の山鬼守平さ

62)に瑞宝単光章(

功労)が贈られました。

ゐι ミJι、4心1/泊、込ι、も〆ミ会¢

鰐SARSとインフルエンザの v 

"岡崎流行が心配されています ヨ

S A R S (サーズ)は、気温が乾燥する寒冷期

に活動性を高めるといわれており、 この冬に再び

流行することが心配されています。

SARSとインフルエンザとはまったく違う病

原体によるものですが、初期症状(突然の発熱、

咳、関節痛)などがよく似ており、症状から区別

することが難しく、もしも同時に流行した場合に

は大きな混乱が生じることが予想されます。

ひ
ら

平

さ

ん

SARSにかかったかなと思ったら

医療機関内での感染拡大を防ぐため、直接受診

せず、前もって大洲保健所に電話相談してくださ

い。保健所で医療機関との調整をします。

問い合わせ先大洲保健所公 24-3165

7 



1月号

子育てに関する情報

広報おおず 2004

受
付
は

1
月
5
B
j
ゆ
日

申
込
受
付
期
間

1
月
5
目
白
か
ら

1
月
四
日
開
ま
で

受
付
場
所

各
保
育
所
ま
た
は
社
会
福
祉
課

保
育
所
入
所
の
条
件

(抜
粋
)

。
会
社
員
、
パ

1
ト
、
自
営
業
な

ど
で
昼
間
働
い
て
い
る
。

A

マ
産
前

・
産
後
、
病
気
、
ケ
ガ
ま

た
は
心
身
に
障
害
が
あ
る
。

A
V
病
人
を
看
護
し
て
い
る
。
な
ど

必
要
書
類

入
所
申
込
書
の
ほ
か
、
保
護
者
の

状
況
に
よ
り
、
次
の
よ
う
な
書
類
が

必
要
で
す
。

。
世
帯
全
員
の
源
泉
徴
収
票

入所募集保育所・面接調査日程

入所募集保育所
面接日時

保 育 所 定員 所在地 電話番号 特別保育事業など

2月2日(月) 9 :30-12:00 大洲保育所 80 大洲 24-2919 乳児(零歳児)

13 :30-15: 30 上須戒保育所 30 上須戒 26-1128 

2月3日ω 9 :30-12:00 喜多保育所 90 中村 24-2749 乳児(零歳児)

13 :30-16 :00 菅田保育所 110 菅田 25-5163 

2月4日休) 9 :30-12:00 新谷保育所 120 新谷町 25-0600 乳児(零歳児)

13: 30-15 :30 柳沢保育所 30 柳沢 25-5720 

2月5日嗣 10 :00-12 :00 粟 津 保 育 所 60 八多喜 26-0220 

13:30-15:30 三 善 保 育 所 53 春賀 26-0162 

2月6日(金)10 :00-12・00 大 成 保 育 所 30 森山 27-0706 乳児 (零歳児)

13 :30-15 :30 南久米保育所 30 北只 24-3754 

2月9日(月) 9 :30-12:00 肱南保育所 60 柚木 24-3104 乳児(零歳児)

13:30-16・。。 肱北保育所 90 東大洲 24-3188 時間延長 (~ 19 :30 )

2月10日ω13 :30-16 :00 徳森保育所 120 徳 森 25-4020 

2月12日休) 9 :30-12:00 大洲乳児保育所 60 田口 24-4418 乱児(署歳児)・一時保育

13:30-16:00 五郎保育園 60 五 郎 23-4478 乳児 (零歳児)

(平
成
日
年
分
)

。
勤
務

(内
職
)
証
明
書

A-自
営
業
・
農
業
従
事
申
出
書

.
確
定
申
告
書
の
写
し

。
課
税
証
明
書

な
ど

児
童
同
伴
に
よ
る
面
接

上
の
表
の
と
お
り
、
児
童
同
伴
に

よ
る
面
接
調
査
を
行
い
ま
す
。
入
所

を
希
望
す
る
保
育
所
で
面
接
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

.
入
所
決
定
通
知
書
は、

3
月
中

に
各
家
庭
に
送
付
し
ま
す
。

。
保
育
料
は
、
児
童
の
年
齢
や
各

家
庭
の
課
税
状
況
に
よ
り
違
い

ま
す
。

特
別
保
育
事
業
な
と
巴
つ
い
て

午
後
7
時
叩
分
ま
で
の
延
長
保
育

保
護
者
の
仕
事
な
ど
や
む
を
得
な

い
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
保
育
時

間
を
延
長
で
き
ま
す
。

実
施
保
育
所
・
・
・
肱
北
保
育
所

利
用
料
:
・
月
額
2
、
5
0
0
円

大
洲
乳
鬼
保
育
所
で
も
延
長
保

育
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
(
保
育

時
間
・
利
用
料
は
未
定
)

乳
児
(
零
歳
児
)
保
育

生
後
3
カ
月

(産
後
休
暇
明
け
)

以
降
の
零
歳
児
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

実
施
保
育
所
・
:
大
洲
保
育
所
、
喜

8 

1
日
単
位
で
利
用
で
き
る
一
時
保
育
事
業

家
庭
保
育
に
支
障
を
生
じ
た
場
合

に
、
平
均
週

3
日
を
限
度
と
し
て
、

1
日
単
位
で
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り

し
て
い
ま
す
。

保
護
者
の
労
働
・
職
業
訓
練
・
就

業
な
ど
の
ほ
か
、
病
気

・
け
が
・
出

産
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ

り
緊
急
ま
た
は
一
時
的
に
家
庭
保
育

が
で
き
な
い
場
合
に
利
用
で
き
ま
す

0

.
対
象
児
童

零

歳
児
か
ら
就
学
前

旧日
~
t
豆

多
保
育
所
、
新
谷
保
育
所
、
大

成
保
育
所
、
肱
南
保
育
所
、
大

洲
乳
児
保
育
所
、
五
郎
保
育
園

居
残
り
保
育

す
べ
て
の
保
育
所

(園
)
で
、
午

後
6
時
ま
で
の
居
残
り
保
育
を
実
施

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課

宮

@
2
1
1
1
(内
線
1
8
2
)

ひ
と
之
と
メ
モ

各
保
育
所
の
平
日
の
開
所
時
間
は
、

午
前
7
時
加
分
で
す
。
閉
所
時
間
は
、

午
後
6
時

(延
長
保
育
実
施
保
育
所

を
除
く
)
で
す
。

大
洲
乳
児
保
育
所
と
五
郎
保
育
園

は
社
会
福
祉
法
人

(私
立
)
が
運
営

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
は
、
市
立

(公
立
)
で
す
。

-
保
育
時
間

午
前
8
時
加
分
か
ら

午
後
5
時
ま
で

居
残
り
保
育
(平
日
は
午
前
7
時
却

分
1
午
後
6
時
、
土
曜
日
は
午
前
7

時
叩
分
1
午
後
5
時
)も
可
能
で
す

0

.
利
用
料

(l
人
あ
た
り
)

-
日
に
つ
き

l
、
0
0
0
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

大
洲
乳
児
保
育
所

宮
⑫
4
4
1
8

地
域
子
育
て

支
援
包
シ
タ
l

友だちがいっぱいできたよ
(地域子育て支援センタ ) 

大
洲
保
育
所
は
、
地
域
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
て

い
ま
す
。

市
内
の
子
育
て
家
庭
へ
の
指
導
や
、

育
児
不
安
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

8
@
2
3
0
0
 



1月号広報ああず 2004

1月20日(火)まで

償却資産の申告は

市役所税務課ヘ

償
却
資
産
の
申
告
に
つ
い
て

今
年
も
償
却
資
産
の
申
告
時
期
に

な
り
ま
し
た
。
対
象
と
な
る
償
却
資

産、

申
告
の
方
法
な
ど
は
次
の
と
お

り
で
す
。

償
却
資
産
と
は

償
却
資
産
と
は
、
土
地
及
び
家
屋

以
外
の
事
業
用
資
産
を
い
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
構
築
物
、
機
械
・

装
置
、
船
舶
、
車
両
・
運
搬
具
、
工

具

・
備
品
な
ど
の
資
産
で
、
そ
の
減

価
償
却
額
(
費
)
が
法
人
税
法
ま
た

は
所
得
税
法
の
所
得
計
算
上
損
金
ま

た
は
必
要
経
費
に
算
入
さ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

申
告
の
不
要
な
も
の

.
耐
用
年
数
が

l
年
未
満
の
資
産

A-取
得
価
額
が
却
万
円
未
満
の
も
の

で
3
年
以
内
に

一
括
し
て
均
等
償

却
す
る
も
の

(
平
成
元
年
3
月
白
日
以
前
の
取
得

お知らせ

に
つ
い
て
は
叩
万
円
未
満
の
も
の
)

.
取
得
価
額
が
叩
万
円
未
満
の
も
の

で
一
時
損
金
に
算
入
さ
れ
た
も
の

(
た
だ
し
、
少
額
多
量
資
産
に
つ
い

て
は
申
告
が
必
要
)

A-鉱
業
権
、
特
許
権
、
営
業
権
、
商

業
権
な
ど
の
無
形
減
価
償
却
資
産

・
自
動
車
税
及
び
軽
自
動
車
税
の
課

税

対

象

と

な

る

車

両

な

ど

申
告
書
の
提
出
に
つ
い
て

該
当
す
る
償
却
資
産
を
平
成
時
年

1
月
1
日
現
在
所
有
し
て
い
る
個
人

ま
た
は
法
人
は
、
申
告
書
に
必
要
事

項
を
記
載
し
て
税
務
課
ま
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限

一

1
月
初
日
(
火
)

一

提
出

・
問
い
合
わ
せ
先

一

税
務
課
固
定
資
産
税
係

一

宮

@

2
1
1
1
(内
線

1
2
6
)

都
市
計
画
(
県
決
定
)

都
市
計
画
法
の
改
正
(
平
成
辺
年
)

に
伴
い
、
現
在
、
県
に
よ
る
「
大
洲

都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

が
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
に
関
す

る
説
明
会
が
平
成
日
年
目
月
、
市
内

で
開
催
さ
れ
、
こ
の
た
び
大
洲
都
市

計
画
区
域
(
大
洲
市
)
に
係
る
都
市

計
画
(
県
決
定
)
の
案
が
出
来
上
が

り
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
縦
覧

を
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

吾~
E火

社会保険・労働保険の

相

こんなときどうする

日-園田園田・

の
案
の
縦
覧
に
つ
い
て

件
名

大
洲
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発

及
び
保
全
の
方
針
の
決
定
に
つ
い
て

縦
覧
期
間

-
月
初
日

(火
)
1
2
月

3
日

(
火
)

縦
覧
場
所

都
市
整
備
課
(
市
役
所

2
階
)

愛
媛
県
都
市
計
画
課
(
県
庁
)

問
い
合
わ
せ
先

都
市
整
備
課

宮

@

2
1
1
1
(内
線

2
4
7
)

愛
媛
県
都
市
計
画
課

8
0
8
9
・
9
1
2
・
2
7
3
8

(金)

午前 10時~午後 3時

2階特設コーナー

愛媛県社会保険労務士会では 、今年度、

社会保険労務士制度創設 25周年記念事業の

一環として、年金・医療保険・雇用 ・パー

ト・賃金・労働紛争などの広い分野にわた

l月 23日

フジグラン大洲

愛媛県社会保険労務士会

日時

場所

主催

り、無料相談会を開催します。専門の社会

保険労務士が相談をお待ちしています。

どうぞお気軽にお立ち寄りください。

岡本社労士事務所

合 25-6078

問い合わせ先

9 



ー鴎曾計予算執謂状況

広報ああず 2004 1月号

大洲市財政状況の公表等に関する条例第2条友び地方公営

企業法第40条の2の規定により、平成15年4月1日から平成

15年9月30日までの本市の財政状況及び業務状況を次のと

おり公表します。

どれだけ収入 ・麦出があった力、

日:121;:;;77:21 歳入歳出
仁二コ 予算額 176億7，856万円

仁二コ 執行額 61億741万円

一一一極厩調語

|34億1.328叫 4，039万円 臨要組踊属国

401章8，914万円 |
J 14億2，593万円

24億8.309万剛

|121意1.541万円

上半期の収入
絢76億円

-i~.事.~r~;.

9，900万円
11意4，531万円 幽副幽

。

I I地方交付税:固から大洲市に配られるお金

歳I (使い道は市で決めることができる)

市 税:個人・法人市民税や固定資産税など

入 |国庫・県支出金 :道路や建物の整備などに必要なお金の

L一一一一
一部として国・県から受け入れるお金

臨厩調謹

29億5，104万円|
J9億432万円

E百司Eヨ・1三週 17億1，387万円 |・・・.. 買~・ 15億5，446万円

園開ヨ 昌二宮 18億4，809万円 |
圃圃圃・ 15億3，453万円

臨眠櫨轟寸」欄904万円
31意3，389万円

。

上半期の支出
約62億円

「寸 民生費:主に福祉の充実のために使うお金

劃 公 債 費 :市の借入金の元金 ・利子などの返済に使

うお金

出 衛 生費 :衛生的な生活環境のために使うお金

I I土 木 費:道路や河川などの整備のために使うお金

歳入には、自王財源と依存財源があります。市税、分担金及び負担金などは自主財源 (市が自らの手で集めて使うことができるお金)です。一方、市税なとの

不足を補う地方交付税なとは依存財源 (国や県から配られるお金)です。

〈而説と由民員担@故調J
市 民 手見 固定資産税 たばこ税 軽自動車税

I頁 目 。題名 通塾 暴 Z諸島
..0. 計Eヨ

金 自買 7億2.443万円 12億1，911万円 11意2，274万円 7.411万円 211:意4，039万円
1世帯当たりの負担額※1 4万8，905円 8万2，299円 8，286円 5，003円 14万4.493円
1人当たりの負担額※2 1万8，536円 3万1，193円 3，141円 1，896円 5万4，766円
害リ d土λ 33.8% 57目0% 5.7% 3.5% 100.0% Eコ

※1、※2は住民基本台帳(平成15年9月30日現在)の世帯数 (14，813世帯)、 人口 (39，082人)を基に計算しています。

10 



広報ああず 2004 1月号

く公t言語@故調 〉 の金入且
巴

の

吉
岡

市

残

区分 借入先 件数 現在高 告1一世帯当たりの金額ね市民一人当たりの金額

財務省 124 62億5，299万円 42万2，129円 15万9，997円

結4とh

日本郵政公祉 47 23億6，272万円 15万9，503円 6万 455円

計
そのイ也 132 94億1，231万円 63万5，409円 24万 835円
ノj、言十 303 180億2，802万円 121万7，041円 46万1，287円

特 財務省 37 291:意4，428万円 19万8，763円 7万5，336円

d月ιり 日本郵政011 39 15億2，670万円 10万3，065円 3万9，064円
コE玉 その他 31 12億 429万円 8万1，299円 3万 814円
言十 小言十 107 56億7，527万円 38万三127円 14万5，214円

L. 計 410 237億 329万円 160万 168円 60万6，501円Eコ

〈而習描昌⑭状況}市が所育する

土地・建物預金など

平重 男IJ 面 積など 金 害買

{ 毛 士也 608，279m' 59億2，136万円

山 林 2，858，541 m' 9，782万円

田 t田 114，093m' 1億9，059万円

雑種地 135，136m' 11億1，386万円

建 物 217，330m' 265億5，840万円

立 木 63，271 m' 3億4，991万円

員オ 政 言問 整 基 金 9億6，983万円

国民健康保険財政調整基金 2億2，597万円

土 I也 開 発 基 金 6億2，795万円

その他特定目的基金 14億4，013万円

出 資 金 4億8，641万円
-d.. 言十 37億5，029万円Eコ

〈時現』魯置す@故調J
国民健康保険

曾
予算 35億3，263万円
収入 12億8，863万円
支出 15億2，160万円
暗号引 ム2億3，297万円

住宅新築資金
等貸 付 事 業

博
一
臥

-
拙

一
劃

11 

国保診療所

事
予算 2，485万円
収入 410万凹」
支出 1，078万匹
差引 ム668万円J

簡易水道

~ 
予算 1億 380万円
収入 840万円
支出 4，101万円
差引 ム3，261万円

老人保健

島
予算 45億 826万円
収入 18億 786万円
支出 18億9，272万円
差引 ム8，486万円

農業集落排水事業

ー鴎曾計予算憧寓湖胡宿状況
どのようなものにお金が

使われたか

平成15年 4月 l日から

平成15年 9月30日まで

その{也

11:意7，661万円
2.9% 

人件費

14億2，699万円
23.4% 

く害弱をき計⑭状況J25RZ院の

工業用水道

水道

病院

総収益 |総費 用 当期純利益

241万円357万円 116万円

3億4，922万円 11億8，561万円 11億6，361万円

17億1，794万円 116億2，173万円 9，621万円

公共下水道事業

益二道
主'臨7ごq2t'正t、陪、Q¥、

予算 7億 7017]円
収入 3，040万円
支出 2億9，835万円
差引 ム2億6，795万円

駐車場事業

国
予算 5，044万円
収入 1，001万円
支出 2，312万円
差引 ム1，311万円ノ

交通傷害保障

同
予算 934万円
収入 873万円
支出 777万円
差引 96万円

土地取得造成

J1b 
予算 1，626万円
収入 2万円
支出 813万円
差引 ム811万円

介護保険 :13 
I.IID 



1月号広報ああず 2004

生活安全ニュース

-" .ー、.一 一一

-d 

F 

• 中

電
柱
な
ど
に
違
法
に
広
告
物
を
掲

示
し
て
顧
客
を
勧
誘
し
、
法
外
な
高

金
利
融
資
や
強
引
な
取
立
を
行
う
悪

質
な
貸
金
業
者

(
い
わ
ゆ
る
ヤ
ミ
金

融
)
に
よ
る
被
害
が
増
加
し
、
大
き

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
問
題
に
対
処
す
る
た
め
平
成

日
年
9
月
1
日
、
ヤ
ミ
金
融
対
策
法

が
施
行
さ
れ
、
高
金
利
で
の
貸
付
、

無
登
録
営
業
に
関
す
る
罰
則
が
大
幅

に
引
き
上
げ
ら
れ
る
な
ど
し
ま
し
た
。

一
般
的
な
貸
金
業
者
の
貸
付
上
限

利
率
は
、
出
資
法
に
よ
り
年
率

却

・
2
%
と
な

っ
て
い
ま
す
。

返
済
方
法
な
ど
の
説
明
や
契
約
書

F-

肱
北
交
番
(
若
宮
)
が
老
朽
化
し
一

た
た
め
、
次
の
と
お
り
移
転
す
る
こ
一

と
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
肱
北
交
一

番
跡
は
、
当
分
の
問
地
域
の
防
犯
活

.
一

動
の
拠
点
と
し
て
活
用
の
予
定
で
す
。

三

移
転
先

」

旧
大
洲
警
察
署
跡
地
の

一
部

一

(大
洲
6
3
6

1
)

一

交
番
の
名
称

中

央

交

番

一

建

物

木
造
平
屋
l
階

一

延
べ
床
面
積

臼

・
臼
平
方
メ
ー
ト
ル
一

移

転

時

期

一

平
成
時
年
3
月

(予

定

)

一

大
洲
警
察
署

リ
一

• 

i
ー
や

μ
mr

交
番
移
転
の
お
知

S
せ

な
ど
の
交
付
を
行
わ
な
い
業
者
か
ら

は
借
り
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

四
国
財
務
局
松
山
財
務
事
務
所
理
財
課

宮

0
8
9
・
9
4
1
・
7
1
8
5

愛
媛
県
産
業
支
援
局
経
営
支
援
課

宮

0
8
9
・
9
4
1
・
2
1
1
1

愛
媛
県
警
察
本
部

(フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
)

8
0
1
2
0
・
3
1
・
9
1
1
0

大
洲
警
察
署
宮

@
1
1
1
1

、e

0道路の臓断は臓断歩道を利用し、

左右の宮全確認をしっかりとネ。

0外出は聞るいときにしましょう 。

夜間外出するときは、 明るい限装

や反射制を使ってネ。

0白話車も車と同じだよ。

受差点では、 止まって

左右の宮全確認をしてネ。

老人つラフの皆さ九ヘ
交通安全協会では、高齢者の交通事故を防止する

ため「お年寄りの交通安全Jなどのビデオテープを

貸し出しています。

会合などでご利用ください。

問い合わせ先 大洲交通安全協会

12 
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現在、高齢者交通安全サボーターが高齢者宅を訪問し、交通安全の指導

をしています。交通安全に関するご意見・ご要望をお聞かせください。

お知らせ



自
宅
が
キ
ャ
ン
パ
ス

男
女
と
も
に
尊
重
さ
れ
る

社
会
"
つ
く
り
を
め
ざ
し
て

平
成
凶
年
度
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
!

「
男
女
共
同
参
画
社
会
つ
て
な
あ

に
?
」
、
あ
ま
り
聞
き
慣
れ
な
い
言
葉

で
す
が
、
簡
単
に
言
え
ば
、
「
男
女

が
、
家
庭
、
職
場
、
地
域
社
会
な
ど

の
場
に
お
い
て
、
対
等
な
立
場
で
と

も
に
責
任
を
担
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
と
能
力
を
存
分
に
発
揮
で
き
る
社

会
」
の
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
「
男
性
は
仕
事
、
女
性
は

家
庭

・
育
児
」
と
い
う
よ
う
な
固
定

的
な
役
割
分
担
が
い
ま
だ
に
根
強
く

残
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
い
ろ
い

ろ
な
男
女
差
別
を
生
む
要
因
と
な
り
、

女
性
の
社
会
進
出
を
低
下
さ
せ
る
こ

と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
他
に
も
、
女
性
の
人
権
が
著

し
く
侵
害
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
職
場
で
、
「
女
の
く
せ
に
・
:
」

と
言
わ
れ
た
り
、
「
酒
の
席
で
酌
を
さ

せ
ら
れ
た
り
、
体
に
さ
わ
ら
れ
た
り

す
る
」
セ
ク
シ
ユ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト

(セ
ク
ハ
ラ
)
と
言
わ
れ
る
行

為
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
家
庭

に
お
け
る
女
性
へ
の
暴
力
(
ド
メ
ス

テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
)
が
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
日
年
4
月
「
改
正
男
女
雇
用

機
会
均
等
法
」
が
実
施
さ
れ
、
募

集
・
採
用
・
配
置

・
昇
進

・
教
育
訓

練
・
定
年
・
退
職
な
ど
に
つ
い
て
、

男
女
で
不
平
等
に
取
り
扱
う
こ
と
が

禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
と
も
な
っ
て
保
母
は
保
育

士
、
看
護
婦
(
士
)
は
看
護
師
、
保

健
婦
は
保
健
師
、
助
産
婦
は
助
産
師

と
な
り
、
男
性
、
女
性
で
仕
事
を
分

け
る
の
で
は
な
く
て
、
男
女
が
い
ろ

い
ろ
な
職
業
に
就
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
職
場
で
お
茶
を
入
れ
た
り
、

家
庭
で
家
事
を
分
担
し
た
り
す
る
男

性
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
女

性
が
大
切
な
仲
間
で
あ
り
、
パ
ー
ト

ナ
ー
だ
と
い
う
認
識
の
表
れ
で
は
な

い
で
し
ょ
、
っ
か
。

こ
の
よ
う
に
、
今
、
男
女
を
問
わ

ず

一
人
ひ
と
り
が
大
切
に
さ
れ
、
社

会
の
対
等
な
構
成
員
と
し
て
喜
び
も

責
任
も
分
か
ち
合
い
つ
つ
、
そ
の
個

性
と
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る

男
女
共
同
参
画
社
会
牟
つ
く
り
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

本
市
で
も
、
女
性
の
社
会
参
加
を

よ
り

一
層
促
進
す
る
た
め
、
男
女
共

同
参
画
推
進
条
例
の
制
定
に
向
け
て
、

「
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
制
定
懇

談
会
」

を
設
置
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

真
に
男
女
平
等
な
社
会
の
実
現
に

向
け
て
、
市

民
の
皆
さ
ん

も
共
に
取
り

組
ん
で
い
き

キ
?
し
ょ
、
っ
。

間
「

6
カ
月
」
在
学
し
、
希
望
科

目
を
履
修
す
る
学
生
)

大
学
院

《
同
歳
以
上
v

・
:
修
士
科
目

生

(1
学
期
間
「
6
カ
月
」
在
学

し
、
希
望
科
目
を
履
修
す
る
学
生
、

現
職
教
員
の
専
修
免
許
状
取
得
に

利
用
可
)

募
集
期
限

2
月
却
日
(
日
)

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

放
送
大
学
愛
媛
学
習
セ
ン
タ
ー

愛
媛
大
学
内

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
(
通
話
料
無
料
)

宮

0
1
2
0
・
8
6
4
・
6
0
0

放
送
大
学
と
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

オ
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
正
規
の

大
学
で
す
。
4
年
以
上
在
学
し
、
所

定
の
単
位
を
修
得
す
れ
ば
、
「
学
士

(
教
養
)
」
の
学
位
が
取
得
で
き
ま
す
。

ま
た
、
-
科
目
か
ら
で
も
履
修
す
る

こ
と
が
で
き
、
人
文
・
社
会
・
自
然

な
ど
幅
広
い
分
野
の
約

3
0
0科
目

を
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
l
a

短
期
大
学
や
専
修
学
校
な
ど
か
ら

も

3
年
次
編
入
学
が
で
き
ま
す
。

会場
8

1
鋭

、可

ラ
回

市
引
洲

第

大

視
聴
方
法
は
?

C
A
T
V
(ケ
ー
ブ
ル
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
西
瀬
戸
)
や
ス
カ
イ
パ

l
フ
エ

ク
T
V
(テ
レ
ビ

2
0
5
チ
ャ
ン
ネ

ル
、
ラ
ジ
オ

5
0
0
チ
ャ
ン
ネ
ル
)

で
放
送
中
で
す
。

平
成
時
年
度
第
l
学
期
学
生
募
集

教
養
学
部

《
日
歳
以
上
》
・
:
全
科
履

修
生

(
4
年
間
在
学
し
、
「
学
士

(教
養
)
」
の
学
位
取
得
を
目
指
す

学
生
)
、
選
科
履
修
生

(1
年
間
在

学
し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修
す

る
学
生
)
、
科
目
履
修
生

(l
学
期

大
会
参
加
者
を
募
集
中

f

2
月
8
日
(
日
)

午
前
9
時
加
分
か
ら

※
悪
天
候
の
時
は
2
月
日
日
(祝
)
に
順
延

受
付
時
間

午
前
8
時
刊
分
1
午
前
9
時
加
分

集
合
場
所

平
野
運
動
公
園
内
周
囲
コ

1
ス

参
加
資
格

市
内
に
居
住
ま
た
は
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
健
康
な
人

申
込
期
日

1
月
幻
日
(
水
)

必
着

《
距
離
と
部
門
》

2
キ
ロ
コ
ース

印
歳
以
上
/
フ

ァ
ミ
リ
ー

(
老
若

男
女
可
、

小
学

3
年
以
下
は
保
護
者

同
伴
)

日
時

2
・

5
キ
ロ
コ
ー
ス

小
4
男
子
/
小
4
女
子
/
小

5
男

子
/
小
5
女
子
/
小
6
男

子

/
小
6

女
子
/
中
l
男
子
/
中

1
女
子
/
中

2
男
子
/
中

2
女
子
/
中

3
男
子
/

中

3
女

子

/

一
般
男
子
/
高
校
女

子

/
一
般
男
子
(
刊
歳
以
上
)
/
一

般
女
子

4
・

5
キ
ロ
コ
ー
ス

高
校
男
子
/
一
般
男
子
/
一
般
男

子

(刊
歳
以
上
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

大
洲
市
体
育
協
会
事
務
局

ま
た
は
社
会
教
育
体
育
課

公
(旬
2
1
1
1
(内
線
5
5
5
)

1月号広報おおず 2004
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えひめ町並博2004

平成16年4月29日-10月31日(186日間)開催

「十町十色(とまちといろ)。南予の町の物語。」会~~'"を色情 2004《支

町並アー ト

/{)i"，・アート

ストリート

平
成
時
年
4
月
の
「
え
ひ
め
町
並

博
2
0
0
4
」
閉
幕
と
と
も
に
、
そ

の
中
核
イ
ベ
ン
ト
「
町
並
ア

l
ト」

が
始
ま
り
ま
す
。

ア
ー
テ
ィ

ス
ト
を
起
用
し
、
地
元

の
資
源
を
活
か
し
な
が
ら
、
町
並
み

に
彩
り
を
添
え
る
と
と
も
に
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
個
性
と
感
性
で
新
し
い

町
の
魅
力
を
提
案
し
て

い
こ
う
と
い

う
も
の
で
す
。

大
洲
市
で
の
テ
1
マ
は
、
「
地
元
産

の
良
質
な
竹
を
活
用
す
る
」
こ
と
で

す
。
竹
の
造
形
作
家

・
松
本
秋
則
さ

ん
と
市
民
の
皆
さ
ん
の
力
で
「
竹
の

芸
術
品
(
サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
ジ
ェ
/

楽
器
)
」
を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
た

「
音
の
散
歩
道
」
を
は
じ
め
、
竹
に
よ

る
様
々
な
演
出
を
行
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
町
並
博
を
き
っ
か
け

に
、
「
竹
」
と
親
し
み
、
そ
の
新
た
な

活
用
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

町
並
の
魅
力
を

一
緒
に
創
り
出
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

~プロフィール~
19引地玉県生まれ

1978 第12回日本国際美術展

佳作受賞(東京都美術館)

1981 第1回西部美術館

版画大賞展(西部美術館)

1987 美ケ原美術館賞受賞

(美ケ原高原美術館)

1992 五島記念文化賞受賞

「音のオブジェ展」ほか、

個展グループ展など幅

広く活躍。

松本秋則
(東京都)

....竹で町並みを演出

14 

松
本
秋
則
展
覧
会

竹
の
不
思
議
な
魅
力
や
「
町
並
ア

ー
ト
」
の
取
り
組
み
を

P
R
す
る
松

本
秋
則
展
覧
会
「
音
楽
す
る
館
」
が

平
成
日
年
目
月
お
日
か
ら
日
月
9
日

ま
で
、
お
お
ず
赤
煉
瓦
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。

松
本
さ
ん
の
作
る
竹
の
サ
ウ
ン

ド
・
オ
ブ
ジ

ェ
は
、
電
気
仕
掛
け
や

自
然
の
風
を
利
用
し
て
、
約
3
0
0

種
類
も
の
音
色
を
奏
で
ま
す
。

竹
を
素
材
に
作
晶
づ
く
り

竹
の
笛
づ
く
り
体
験

ダ
ン
ボ
ー
ル
と
竹
だ
け
を
使
っ
て

「l
『
・
・
・
・
阿
国
・

作
品
作
り

一
・

1
h国
圃
圃

い
を
す
る
ワ

圃
司
偶
何日一

tB
づ

l
ク
シ
ヨ

司

パ
岡

Ha
zツ
プ

元

1
4

『‘.
F

h

m
w
MF

圃
・
・

手九

』
，

/
Z
M
H
一

コ
a
理
事
a盟
七

修

会

)

F

J
け
池
山
国
由

m
E
UU
「
不
思
議

官
7

h

白
河
J

M
な
ダ
ン
ボ

-
-E
I
l
U
H

h

l

ル
箱
の

笛
」
が
平
成
日
年
日
月
2
日、

3
日

の
両
日
、
大
洲
南
中
学
校
で
聞
か
れ

ま
し
た
。
参
加
し
た
白
人
の
皆
さ
ん

が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
音
色
の
個
性

的
な
笛
を
制
作
し
ま
し
た
。

前
回
も
好
評
!

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
再
び
開
催

竹
の
作
品
作
り
を
体
験
す
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
が
次
の
と
お
り
開
催
さ

れ
ま
す
。

制
作
す
る
の
は
、
「
竹
の
あ
ん
ど

ん
」
と
「
竹
の
花
入
れ
」
で
す
。
竹

材
を
組
み
合
わ
せ
た
情
趣
豊
か
な
作

品
で
、
大
き
い
も
の
は
「
あ
ん
ど
ん
」

に
、
小
さ
い
も
の
は
「
花
入
れ
」
に

な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
、
竹
を
使
っ
た
作
品
作
り

に
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん

カ
!

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
日

1
月
口
日

(
土
)
、
国
日

(日
)

こ
の
サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
ジ
ェ
の

一

部
を
紹
介
し
た
今
回
の
展
覧
会
で
は
、

期
間
中

2
、
2
1
0
人
が
会
場
を
訪

れ
、
竹
の

魅
力
に
触

れ
て
い
ま

し
た
。

....竹の魅力を生かした作品

開
催
時
間

午
前
の
部
午
前
9
時
1
正
午

午
後
の
部
午
後
l
時
1
4
時

※
午
前
・
午
後
の
部
と
も
に
各
お
人

(
2
日
間
で

1
0
0
人
予
定
)

開
催
場
所

大
洲
南
中
学
校
体
育
館

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
町
並
博
2
0
0
4
実
行
委

員
会
事
務
局
大
洲
事
務
所
イ
ベ
ン

ト
推
進
第

一
班

宮

@
0
5
2
0

企竹製のあんどん
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そ
の
翼
は
小
さ
い
け
れ
ど
、
羽
ば
た
く
力
は
無
限

掌
生
か
ら
シ
ニ
ア
層
ま
で
女
性
起
業
家
講
座
受
講
生
を
募
集

愛
媛
女
性
起
業
家
講
座
の
受
講
生

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

内

容起
業
家
と
し
て
の
条
件
、
営
業
、

企
画
力
の
向
上
、
情
報
管
理
な
ど
の

基
礎
的
な
知
識
の
習
得
(
企
業
家
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
参
加
制
度
も
あ

り
ま
す
。)

期

間

1
月
叩
日、

げ
目
、
担
目
、

連載コーナー

おおずの女性合シυーズ• .. 
で今コ通輝、

社会的・文化的な男女差による差別や強制の

解消について話し合う「男女共同参画宣言都
市サミ ットjカf平成15年10月10日、新居浜
市リーガロイヤルホテルで開催されました。

2
月

7
日

(す
べ
て
土
曜
日
)

対

象起
業
を
考
え
て
い
る
女
性
で
全
日

程
に
参
加
で
き
る
人

定

員

加

入

受
講
料

無
料

場

所

愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
(
宇
和
町
)

申
し
込
み
期
日

1
月

5
日

(月
)

申
し
込
み
方
法

電
話
で
次
の
と
こ
ろ
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
申
込
書
を
送
付
し

ま
す
。

申
込
請
求

・
問
い
合
わ
せ
先

女
性
起
業
家
講
座
事
務
局

(
側
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
フ
ァ
ズ
内
)

合

0
8
9
・
9
5
1
・
2
0
7
8

占
F

』

軍

事

事

仮

復

領

領

事

修

復.. .. 

藤
樹
完
隼
位
尊
厳

(34) 

伝
え
ら
れ
る
話

看
板
の
下
書
き

に
し
お
ヲ
み

西
近
江
(
滋
賀
県
西
部
)
の
街
道

筋
で
、
そ
ば
屋
を
し
て
い
る
男
が

「
先
生
、
こ
の
杉
板
に
『
う
ど
ん

・
そ

ば
』
と
書
い
て
く
だ
さ
い
。
」

と
藤
樹
の
と
こ
ろ
に
頼
み
に
来
ま
し

た
。
藤
樹
は
軽
く
引
き
受
け
て
、

「
書
い
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
来
年
の
今

日
取
り
に
お
い
で
な
さ
い
」

と
言
い
ま
し
た
。
そ
ば
屋
は

「
来
年
の
今
日
取
り
に
こ
い
と
は
人
を

馬
鹿
に
す
る
に
も
程
が
あ
る
。
来
年

の
こ
と
を
言
う
と
鬼
が
笑
う
と
い
う

の
に
」
と
ぶ
つ
ぶ
つ
言
い
な
が
ら
帰

り
ま
し
た
。

一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
そ
ぱ
屋
は

「
先
生
は
、
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
る
だ

ろ、つ」

と
思
い
な
が
ら
も
、
約
束
の
日
に
藤

樹
を
訪
ね
ま
し
た
。

「
お
う
、
そ
ば
屋
の
看
板
を
書
い
て
置

き
ま
し
た
ぞ
」

見
る
と
床
柱
に
ち
ゃ
ん
と
看
板
が
立

?し

ehγ
つL
'』

て
か
け
て
あ
り
ま
し
た
。
素
人
の
目

に
も
実
に
見
事
な
筆
跡
と
分
か
り
ま

し
た
。
そ
ば
屋
は
喜
ん
で
持
ち
帰
り
、

庖
に
掲
げ
ま
し
た
。

あ
る
日
の
こ
と
で
す
。
「
下
に
l
下

に
l
」
と
掛
け
声
を
か
け
な
が
ら
加

賀
の
殿
様
の
行
列
が
近
江
路
を
通
り

か
か
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
殿
様

奇
問

4
F
-即
時

世

宥

喧

有

毒

喧

R
t
R
4
F
喧
F
-
F
t
F
t
F
4
F
-
F

珠

珠

珠

-
P

珠

4即
時

喧

牢

喧

牢

時

時

世

牢

-
p
t牢
喧

有

毒

静

岡

守

合

大
洲
市
の
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
女
性
の
登
用
な
ど
、
様
々
な
課
題

固守

合

7

員
と
大
洲
女
性
塾
生
の
約
却
人
が
合
が
山
積
し
て
い
る
。
啓
発
活
動
に

固守

合

j

同
先
進
地
視
察
と
し
て
、
こ
の
サ
ミ
力
を
入
れ
て
い
る
が
、
市
民
や
事

固守

合

孔

ッ

ト

に

参

加

し

ま

し

た

。

業

主

に

ま

だ

ま

だ

理

解

さ

れ

て

い

与

占買

い

サ

ミ

ッ

ト

で

は

、

内

閣

府

男

女

共

な

ど

な

ど

の

現

状

が

報

告

さ

れ

、

与

合

同
参
画
局
か
ら
の
報
告
や
、
目
黒
依
「
今
後
の
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推

与

晶画

子
上
智
大
学
教
授
の
「
ジ
エ
ン
ダ

1

進
や
ま
ち
マ
つ
く
り
に
は
、
行
政
と

等

合

平
等
・
開
発
・
平
和
|
国
際
社
会
の
住
民
と
の
連
携
が
必
要
で
あ
る
」

固守

合

取
り
組
み
と
今
後
の
課
題
|
」
と
題
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た

O

M

干

合

し

た

基

調

講

演

が

あ

り

ま

し

た

。

ま

た

、

コ

ー

デ

ィ

ネ

ー
タ
i
を

等

合

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
男
女
共
同
務
め
た
塩
崎
千
枝
子
松
山
東
雲
女

・

参
画
宣
言
都
市
に
な
っ
て
い
る
新
居
子
大
学
人
間
文
化
学
科
長
が

「国

パ

浜
市
・
宝
塚
市
・
宇
部
市
・
松
阪
際
社
会
と
比
較
し
て
日
本
の
女
性

十

ゃ
な
は
ら

市
・
柵
原
町
の

5
首
の
社
会
的
地
位
や
役
割
は
劣
っ
て

与

人

長
が
各
自
治
体
の
事
い
る
」
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
総
括

単

ro 
る

例

を

発

表

し

、

意

見

し

、

「
男
女
の
性
別
に
と
ら
わ
れ
る

与

4
1
 

却

を
交
換
し
ま
し
た
。

こ
と
な
く
能
力
を
発
揮
で
き
る
場

単

品川

取
り
組
み
の
先
進
地

所

を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切

与

む

と

い

わ

れ

る

市

町

に

で

あ

り
、
女
性
の
積
極
的
な
姿
勢

与

文
長

お
い
て
も
、
「

D

V

と
男
性
の
理
解
が
必
要
で
あ
る
」

挙

言
首

宣
の

(
夫
や
パ

ー

ト

ナ

ー

と

日

本
の
社
会
変
化
の
必
要
性
を

与

企

か

ら

の

暴

忍

問

題

、

訴

え

か

け

ま

し

た

。

回干

』
事
』
事
』
軍
事
事
修
復
』
軍
事
者
仮
復
継
者
量
軍
事
』
軍
事
国
守

(口
碑
伝
説
)

① 

の
駕
篭
が
そ
ば
屋
の
前
で
ふ
と
止
ま

り
ま
し
た
。

「
そ
ば
屋
、
そ
の
看
板
買
っ
て
つ
か
わ

す
」
と
声
が
し
た
か
と
思
う
と
、
駕

篭
の
小
窓
か
ら
黄
金
色
の
美
し
い
小

判
が
一
枚
投
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
ば

屋
は
「
ど
う
せ
た
だ
で
書
い
て
も
ら

っ
た
も
の
だ
。
ま
た
書
い
て
も
ら
え

ば
よ
い
」
と
思
っ
て
看
板
を
は
ず
し

て
家
来
に
渡
し
ま
し
た
。

次
の
目
、
そ
ば
屋
は
小
川
村
へ
で

か
け
ま
し
た
。

「
先
生
、
お
喜
び
く
だ
さ
い
。
先
生
に

書
い
て
頂
い
た
看
板
が
小
判

一
枚
に

な
り
ま
し
た
。
」

「
ほ
う
、
そ
れ
で
お
前
は
よ
い
値
で
売

れ
た
と
思
っ
た
の
か
い
。
」

「
そ
り
ゃ
あ
そ
う
で
す
よ
、
先
生
は

ひ
と
ふ
で

一
筆
で
し
ょ
う
が
、
わ
た
し
が
そ
れ

か
せ

だ
け
稼
ぐ
に
は

一
年
か
か
り
ま
す
。」

「
わ
た
し
も
一
年
か
か
っ
た
よ
o
」

藤
樹
は
そ
う
言
っ
て
、
そ
ば
屋
を
奥

へ
連
れ
て
行
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

は
ん
び
っ

そ
こ
に
あ
っ
た
半
植
の
ふ
た
を
と
り

ま
し
た
。
中
か
ら
出
て
き
た
の
は
、

毎
日
心
を
込
め
て
書
い
た
、

三
百
六

十
枚
の
「
う
ど
ん

・
そ
ば
」
と
い
う

看
板
の
下
書
き
で
し
た
。

(植・
・・
ふ
た
の
あ
る
木
箱
)

15 
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大洲城天守閣復元

平成15年12月1日まで

に皆様か5お寄せいただ

いた復元のための募金額

は、424，949，843円

です。

1月号

企脇坂安治陣太鼓<市立博物館蔵>
胴内の墨書きにより 、この陣太鼓は文禄の役
の時、安治が朝鮮で造 らせた10個の太鼓の
うちのTつである ことが分かっています。

大
洲
城
あ
れ
こ
れ
H

J

i
戦
国
武
将
編

i

脇
坂
安
治
(
一
五
五
四
1
一六
一一六)

大洲市は、市の新しいシンボルとして、市制施行50周年を迎える平成16年
(2004)の完成を目指し、大洲城天守閣復元事業に取り組んでいます。大;州
城に関する写真や資料などをお持ちの人はご連絡ください。また、 このコ
ーナ に対してのご意見も募集しています。

商工観光課まちづくり対策第1係 内線352

広報おおず 2004

fi24-2111 

「
大
洲
城
あ
れ
こ
れ
」
で
は
、
大
洲
城
に
入
城
し
た
戦
国
武
将
を
シ
リ

ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
今
月
号
で
は
、
藤
堂
高
虎
の
後
、
大
津
城

(大
洲
城
)
に
入
城
し
た
脇
坂
安
治
を
紹
介
し
ま
す
。

え 5州城

し
ず

が

た

け

賠
ケ
岳
七
本
槍
の

一
人

脇
坂
安
治
も
藤
堂
高
虎
と
同
じ
近

江
田
(
滋
賀
県
)
出
身
の
武
将
で
す
。

は
じ
め
明
智
光
秀
の
家
来
で
し
た
が
、

秀
吉
に
仕
え
る
と
頭
角
を
現
し
ま
す
。

安
治
は
、
天
正
十
一
年
(
一
五
八

一
二
)
の
賎
h
郵
で
の
柴
田
勝
家
と
の

合
戦
で
抜
群
の
軍
功
を
上
げ
、
「
賎
ケ

岳
七
本
槍
」
の

一
人
と
し
て
福
島
正

則
、
加
藤
清
正
、

加
藤
嘉
明
ら
と
と

も
に
賞
賛
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
も
秀

吉
の
家
臣
と
し
て
ほ
と
ん
ど
の
合
戦

で
活
躍
し
、
天
正
十
三
年
(
一
五
八

五
)
八
月
に
は
大
和
国
高
取
城
主
二

万
石
、
十
月
に
は
淡
路
国
洲
本
城
主

>
二
一
万
石
を
所
領
し
ま
す
。

有

慶
長
五
年
二
六
O
O
)
関
ケ
原

聞

の
戦
い
で
は
、
西
軍
(
石
田
=
一
成
方
)

肢

か
ら
東
軍
(
徳
川
家
康
方
)
に
寝
返

抑

り
、
勝
利
に
貢
献
す
る
と
、
や
が
て
、

脇

慶
長
十
四
年

二

六

O
九
)
五
万
三

画

千
五
百
石
で
安
治
は
大
津
(
洲
)
に

時

入
城
し
ま
す
。

ム
口安坂カ

肋企

の
創
建
は
、
文
献
等
に
記
さ
れ
て
お

ら
ず
、
は
っ
き
り
と
し
た
こ
と
は
分

か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
藤
堂
高
虎
か

脇
坂
安
治
の
時
代
に
建
て
ら
れ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
現
在
復
元
中
の
「
大
洲

城
天
守
閣
」
の
基
本
設
計
を
行
っ
た

故
宮
上
茂
隆
氏
は
、
大
洲
城
天
守
を

脇
坂
安
治
が
洲
本
城
か
ら
移
築
し
た

の
で
は
な
い
か
と
分
析
し
て
い
ま
す
。

そ
の
理
由
は
、
洲
本
城
に
残
る
天
守

台
(
天
守
下
の
石
垣
)
に
あ
り
ま
す
。

洲
本
城
は
、
国
史
跡
と
し
て
現
在
も

石
垣
や
石
階
段
な
ど
の
遺
構
が
良
好

な
状
態
で
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
天

守
台
や
周
囲
の
石
垣
の
寸
法
を
調
べ

る
と
現
在
の
大
洲
城
の
天
守
台
や
台

所
櫓
、
高
欄
櫓
下
の
石
垣
の
寸
法
と

ほ
ぼ

一
致
す
る
の
で
す
。

城
郭
の
移
築
は
、
当
時
、
頻
繁
に

行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
明
智
光

秀
が
居
城
し
た
坂
本
城
は
近
江
の
大

津
城
に
、
そ
の
大
津
城
の
天
守
は
、

今
度
は
彦
根
城
の
天
守
に
移
築
さ
れ

た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

藤
堂
高
虎
が
築
い
た
今
治
城
の
天
守

は
、
当
初
伊
賀
上
野
城
に
移
築
す
る

かわら版

予
定
で
し
た
が
、
途
中
、
家
康
の

て

ん

か

却

し

ん

天
下
普
請
に
応
え
て
丹
波
亀
山
城
に

移
築
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

大
洲
城
の
天
守
も
、
洲
本
か
ら
は
る

ば
る
移
築
さ
れ
た
も
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。

年

(
一
六

一
七
)
信
濃
飯
田
城
に
移

り
、
そ
の
後
、
寛
文
十
一
年
(
一
六

七
二
)
瞭
山
総
航
城
主
と
な
り
明
治

維
新
を
迎
え
ま
す
。
龍
野
市
内
に
あ

る
龍
野
神
社
で
は
脇
坂
氏
の
始
祖
で

あ
る
安
治
を
祭
り
、
現
在
で
も
そ
の

功
績
を
称
え
て
い
ま
す
。

〔
参
考
文
献
一
『
大
洲
市
誌
』
、
『
大

洲
市
文
化
財
調
書
集
』
、
『
大
洲
城
跡

保
存
整
備
計
画
書
」
〕

腕
坂
氏
の
そ
の
後

安
治
は
、
慶
長
十
九
年
(
一
六

一

四
)
大
坂
冬
の
陣
で
、
秀
吉
へ
の
旧

恩
を
思
い
、
自
ら
陣
に
は
加
わ
ら
ず
、

家
康
の
内
諾
を
得
て
子
の
安
元
に
出

陣
さ
せ
ま
す
。
そ
し
て
、
翌
年
、
家

康
に
隠
居
を
許
さ
れ
、
安
元
に
家
督

を
譲
り
ま
す
。
脇
坂
氏
は
、
元
和
三

...龍野神社

脇坂安治を祭り、その功績を称えている。

，~ . 大
??十l 洲

域l洲壁
郭 f否己

elれ
て 15
の l砂
大|築
洲 I ~
tJt. l.fl 
天lた
守 lγ
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， '/24福祉と健康の大切さを考えよう

第13回福祉と健康づくり「市民のつどい」が総合福祉センターで関かれ、福祉分野で功績のあった団体 個人などの表彰、 正司花江さん (女優)

による記念講演「元気ですか、心と体」などがありました。また会場内の広場には多くの出庖が立ち並び、大勢の人出で娠わいました。

一般会計や湿泉特別会計の予算追加、大洲市産業振興条例の制

定、市の特別職や一般職の職員の給与などを引き下げるよう条例

を改正することなどが審議され、予算2件、条例6件、その他3件
の計11件が原案のとおり可決されました。

，.， /20早めのライト点灯を!

夕暮れ時の交通事故を防止するため「早めのライト点灯キャンペ

ーン」が肱川橋で実施されました。大洲交通安全協会、大洲市安通
安全母の会、警察、市関係者など約30人が啓発用のアピ Jレカー

ドを手に持ち、通行車両に早めのライト点灯を呼びかけました。

， '/26少し遅めの紅葉でした

紅葉の名所・稲荷山公園 (新谷)に植えられたイロハカエデの色付

きも、この時期暖かい日が続いたせいで10日ほど遅れたようです。

この日は師走も近づく 11月下旬でしたが紅葉見物に訪れる人の姿が

まだまだ多く見られました。

小選挙区 (愛媛4区)、比例代表、最高裁判所裁判官国民審査の投票

が市内26投票所であり、当日午後9時30分から大洲市役所で開票作業
がありました。投票者数17，263人 (男8，190人、女9，073人)で、投

票率は56.23%にとどまりました。(有権者数30，699人)



1月号

くらしの情報
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あなたの健康を
サポートします

1
月
の
各
種
検
診
・
相
談

保
健
セ
ン
タ
ー

実
施
場
所
:
・
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

2
階

{乳
幼
児
健
康
診
査
】

0
1
月
6
日
閃

平
成
日
年
8
月
生

(こ
の
日
は
パ
ス
タ
オ
ル
が
必
要
)

0
1
月
凶
日
同

平
成
ロ
年
ロ
月
生

0
1
月
初
日
附

平
成
凶
年
6
月
生

受

付

時

間

日
時
1
日
時
泊
分

持
参
品

母
子
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト

【
叩
カ
月
児
育
児
相
談
}

0
1
月
日
日
附

平
成
日
年
3
月
生

受
付
時
間

9
時
1
9
時
却
分

持
参
品

母
子
手
帳
ア
ン
ケ
ー
ト
・

パ
ス
タ
オ
ル

{栄
養
相
談
}
予
約
制

0
1
月
日
日
同

-=I~!a~j~=~~下手車

1月1日嗣 山本医院(菅田)
ft 25-6100 

1月2日後)井関クリニック(新谷)
合 25-6212

1月3日出 菊原外科医院(若宮)
まま 24-4646

1月4日(日)末光眼科(若宮)
ft 24-1500 

相
談
時
問
団
時
1
正
午
、
日
時
1
日
時

持
参
口
問

健
康
手
帳

こ
こ
ろ
の
健
康
"
つ
く
り
講
演
会

心
の
健
康
に
つ
い
て
の
講
演
会
で
す
。

皆
さ
ん
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

「
中
高
年
の
う
つ
に
つ
い
て
」

松
多
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

松
多
克
紀
先
生

日
時

1
月
紅
白
岡

午

後
l
時
却
分

ー
午
後

3
時
加
分

大
洲
市
役
所

2
階
大
ホ

l
ル

場
所大

洲
保
健
所

予
約
制

{
ヱ
イ
ズ
検
査

・
相
談
】

O
毎
週
火
曜
日
日
時
1
正
午

【
難
病
医
療
相
談
】

O
第

3
火
曜
日

日
時
1
日
時

【
精
神
保
健
福
祉
相
談
】

O
第

3
金
曜

日

目

時

1
日
時

【
H
T
L
V
|
1
抗
体
陽
性
者
相
談
}

O
月
1
金
曜
日

9
時
l
M
時
却
分

{女
性
の
健
康
相
談
}

O
第
3
木
曜
日

国
時
1
口
時

{思
春
期
健
康
相
談
}

O
第
4
木

曜

日

叩

時

l
M
時

{
ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談
}

O
第

3
水
曜
日

受

付

時

間

ロ

時
叩
分
1
日
時
却
分

1月11日(日)ごうお小児科医院(西大洲)
ft 24-3936 

1月18日(日)久保内科循環器科(新谷)
ft 25一0158

菊地内科(長浜)

包 52一0209

1月25日(日)三瀬医院 (八多喜)

ft 26一0003

-t~:，，~.i~.r.;置し示・

1月12日(月)村上医院(常磐町)
ft 24-2346 

内対
容象

就
学
前
児
童

(1
1
6
歳
)

歯
科
検
診
、
歯
み
が
き
指
導
、
フ

ッ
化
物
塗
布
、
健
康
相
談
な
ど

神
経
芽
細
胞
腫
検
査
事
業
の
休
止

愛
媛
県
は
、
生
後
6
1
7
カ
月
の
子

ど
も
を
対
象
に
し
た
神
経
芽
細
胞
腫

(小
児
ガ
ン
の

一
種
)
の
検
査
を
、
平
成

時
年
1
月
1
日
か
ら
休
止
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
出
さ
れ

た
「
神
経
芽
細
胞
腫
検
査
の
有
効
性
が
今

の
と
こ
ろ
は

っ
き
り
し
な
い
た
め
、
検

査
を
休
止
す
る
」
と
い
う
方
針
を
受
け
て

休
止
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

大
洲
保
健
所
保
健
課

企

@
3
1
6
5
(内
線
2
9
3
)

献
血
の
お
知
5
せ

日
時
・
場
所
な
ど
に
つ
い
て
は
、
保

健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

ミ

O
、ν

曜日によって救急当番病

院は変わります。昼間・夜

間の急患など、ご相談は、

その日の当番病院まで、。

市立大洲病院(西大洲)
ft24-2151 

加戸病院(若宮)
合 24-5101

大洲記念病院(徳森)
ft 25-2022 

大洲中央病院(東大洲)
ft24-4551 

月・火曜日

日

金~日曜日

日

曜

曜

水

木

A
U司“，

縄
，
.
.
.
 

S
川
崎

a
H帥
吋〆-n凶日・

内
リ
仁
V

岬

P

d聞
F4

F
 

訓閃
F

1
月
新
着
図
書

愛
媛
年
鑑
2
0
0
4

愛
媛
新
聞
社

む
れ

浮

世

道

場

群

ょ

う

こ

著

「
情
報
整
理
」
プ
ロ
の
離
れ
業

よ
し
ひ
ろ

長
崎
快
宏
著

人
生
の
価
値
そ
れ
と
も
無
価
値

ひ
ろ
さ
ち
ゃ
著

新

選

組

人

物

誌

河

出

書

房

新

社

日

本

の

探

検

家

た

ち

平

凡

社

し
陶
う
じ
ろ
う

憲
法
改
革
の
構
想
加
藤
秀
治
郎
編

国

が

死

ぬ

!

落

合

信

彦

著

カ
ル
ロ
ス
・
ゴ

l
ン
経
営
を
語
る

C
-
ゴ
1
ン

p
・
リ
エ
ス
著

僕
た
ち
は
絶
望
の
中
に
い
る

村
岡
清
子
著

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
の
す
べ
て

成
井
浩
司
著

田
中
耕

一
著

生涯
E

害
同
の
止
厳

ウ
エ
ク
ス
ラ
l
家
の
選
択

ア
リ
ス
・
ウ
エ
ク
ス
ラ
l
著

平
気
で
暴
力
を
ふ
る
う
脳

デ
ブ
ラ
・
ニ

l
ホ
フ
著

失
敗
し
な
い
電
子
メ
l
ル
滝
栄
子
他
著

絶
品
う
ど
ん
図
鑑
は
ん
つ
遠
藤
著

手
作
り
キ
ャ
ン
ド
ル
の
本
河
出
書
房
新
社

文

楽

に

ア

ク

セ

ス

松

平

盟

子

著

"隠
居
“
の
ス
ス
メ
上
岡
龍
太
郎
著

ま
ゆ
ず
み

女
は
み
ん
な
華
に
な
れ
黛
ジ
ユ
ン
著

星
野
仙

一
闘

将

日

記

星

野

仙

一
著

英
語

N
E
W
S
が
こ
ん
な
に
読
め
る
!

中

川

淳

著

ゼ
ロ
か
ら
話
せ
る
韓
国
語

塩
田
今
日
子
著

夏
井
い
っ
き
編

藤
原
孝
行
著

絶
滅
寸
前
季
語
辞
典

快
老
い
ろ
は
川
柳

18 

子
規
と
の
対
話

愛
す
る
源
氏
物
語

山
頭
火
と
四
国
遍
路

薄
暗
い
花
園

美
し
い
魂

閣
の
左
大
臣

小
説
ザ
・
ゼ
ネ
コ
ン

静
か
な
大
地

い

け

べ

す

み

か

池
辺
の
棲
家

江
戸
か
ら
の
恋
飛
脚

被
告
A

臨
調
り
ゆ
く
夏

誘
拐
の
長
い
午
後

紫
苑
の
緋
上
・
下

ラ
ブ
フ
ァ
イ
ア
l

愛
と
い
う
名
の
病

パ
ト
リ
ッ
ク
・
マ
グ
ラ
ア
著

復
本

一
郎
著

俵

万

智

著

横
山
良

一
著

岩
井
志
麻
子
著

島
田
雅
彦
著

黒
岩
重
吾
著

高

杉

良

著

池
津
夏
樹
著

加
藤
幸
子
著

佐
藤
雅
美
著

折

原

一

著

赤
井
三
尋
著

服
部
泰
平
著

谷

甲

州

著

室
井
佑
月
著

女
優
・
作
家
と
し
て
活
躍
中
の
著
者
が
、

波
澗
に
富
ん
だ
生
涯
の
全
て
を
モ
ザ
イ
ク

ち
り
ば

の
よ
う
に
鎮
め
て
描
く
、
初
め
て
の
長
編

小
説
。
『
小
説
新
潮
』
掲
載
に
加
筆
し
単

行
本
化
。

¥
新
着
本
は
、
月
始
め
に
ま
と
め
て
/

/
新
着
コ
ー
ナ
ー
に
置
い
て
い
ま
す
。
¥

古
文
書
解
読
講
座

「
大
洲
・
新
谷
旧
記
」

講
師

芳
我

一
章
先
生

日
時

1
月
羽
田
制

9
時
却
分
1
日
時
加
分

場
所

大
洲
市
立
図
書
館
4
階

[
休
館
日
]
毎
週
月
曜
、

1
月
1
1
5
日・

日
日
・
白
日



1月号広報おおず 2004

(有)アサノ設備
公 24-0783

淳 山 水 道工 事 庖
合 24-2583

(有)大和開 発
ft25-3776 

西国水 道庖
ft26一 0265

備) 三 原 設備
公 24-3783

佐藤水 道庖
ft24-4410 

1月4日(日)(有)いの水 道設備
会 24-2216

淳 山 水道 工 事庖
ft24-2583 

1月10日出備)内田電気水道設備
ft25-2858 

伊予屋住設
ft24-2541 

1月11日(日)(有)オクダ 設 備
ft24-3674 

岡福水道工事庖
合 24-3656

1月12日(月)神南設備
包 25-4684

大塚鉄 工 所
ft25-0300 

中央建設 側
企 24-3556

側 西国興 産
公 25-2197

1月18日(日)久 保鉄工 所
ft26-0537 

(有)神 田 鉄工所
ft24-4122 

1成戸電業社
ft25-2944  

(有)佐々木 鉄 工
包 26-0875

1月25日(印 刷 土居鉄工所
合 24-4519

惰)菊地浄化槽センタ-
ft24一 0013

(有)南予水道住設
公 23-2352

松浦建設側
企 25-5335

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ご
案
内

次
代
の
愛
媛
農
業
を
担
、つ
子
ど
も
た
ち

な
ど
を
対
象
に
、
農
業
や
農
村
の
大
切
さ

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
す
。

日
時

1
月
初
日

ω

午
後
l
時
却
分
1
4
時
四
分

場
所
保
内
町
文
化
会
館
大
ホ
1

ル
、

内
容

V
食
や
農
に
関
す
る
作
文
・
ポ
ス

タ
1
コ
ン
ク
ー
ル
の
優
秀
者
表
彰
、
優

秀
作
文
の
発
表
V
小
学
生
に
よ
る
農
業

体
験
学
習
発
表
V
高
校
生
に
よ
る
農
業

体
験
発
表
V
農
業
者
に
よ
る
公
開
討
論

「
わ
が
ま
ち

・
わ
が
む
ら
の
食
と
農
業

1
地
産
地
消
を
考
え
る
1
(
仮
ご
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

八
幡
浜
地
方
局
農
政
課

合

0
8
9
4
・
2
2
・
4
1
1
1

県
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

愛
媛
県
で
は
、
県
営
東
大
洲
団
地
に
空

室
が
生
じ
た
と
き
に
入
居
で
き
る
補
欠
入

居
者
を
募
集
し
ま
す
。

空
室
の
状
況

平
成
ロ
年
度
・
・
・
1
戸

平
成
日
年
度
・

-O
戸

平
成
M
年
度
・・-
O
戸

平
成
日
年
度・・
-
O
戸

くらしの情報

水道業者の 9玲
緊急漏水当番表fE
1月1日休)

(
平
成
日
年
日
月
初
日
現
在
)

空
室
は
年
間
0
1
1
戸
し
か
生
じ
ま
せ

ん
が
、
空
室
が
生
じ
た
場
合
に
入
居
す
る

順
番
を
前
も
っ
て
抽
選
で
決
定
し
て
お
き

ま
す
。

建
物
の
概
要

中
層
耐
火
3
階
建
、

3
D
K
、
1
戸
の

面
積
乃

・
国
平
方
メ
ー
ト
ル

申
込
受
付
期
間

2
月
2
日
間
1
凶
日

ω

午
前
8
時
却
分
1
午
後
5
時

抽
選
日

3
月
l
日
開

会
場

大
洲
市
田
口
甲
4

2

5

1

愛
媛
県
大
洲
総
合
庁
舎
3
階
会
議
室

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先

八
幡
浜
地
方
局
大
洲
土
木
事
務
所

建
築
指
導
係

合

@

5
1
2
1

(内
線
3
2
0
)

市
と
の
提
携
教
育
ロ

l
ン

「
ろ
う
き
ん
」
で
は
、
あ
な
た
と
ご
家

族
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

六
淵
市
と
の
提
携
叡
育
ロ

l
シ

金
利

年
2
・
2
%

対
象

大
洲
市
に
居
住
ま
た
は
、
居
住
し

ょ
う
と
す
る
勤
労
者
(
勤
続
1
年
以
上
)

た
だ
し
市
税
完
納
者
で
前
年
所
得
が

2
0
0
万
円
以
上
1
、
0
0
0
万
円
未

満
の
人
(
納
税
証
明
書
が
必
要
)

1月2日(金)

1月3日出

融
資
限
度
額

2
0
0
万
円

返
済
期
間

最
長
1
0
8
カ
月(

据
置
含
む
)

保
証
人

保
証
機
関
を
利
用
(
保
証
料
年

0
・
7
%
1
1
・
2
%
)

問
い
合
わ
せ
先

四
国
ろ
う
き
ん
大
洲
支
庖

合

@
4
1
9
2

住
宅
口
l
ン
の
返
済
で

困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
?

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
①
不
況
に
よ
る

倒
産
な
ど
、
勤
務
先
な
ど
の
事
情
に
よ
り

返
済
が
困
難
に
な
り
、
②
年
収
倍
率
(
年

収
/
公
庫
へ
の
年
間
総
返
済
額
)
が
4
倍

以
下
で
③
返
済
条
件
の
変
更
で
今
後
の
返

済
を
継
続
で
き
る
人
に
つ
い
て
、
返
済
期

間
を
日
年
間
延
長
す
る
な
ど
の
救
済
措
置

を
講
じ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

住
宅
金
融
公
庫
四
国
支
庖

8
0
8
7
・
8
2
5
・
0
5
1
4

ま
た
は
返
済
中
の
金
融
機
関
ま
で

産
業
別
最
低
賃
金
の
改
正

愛
媛
労
働
局
で
は
、
産
業
別
最
低
賃
金

の
改
正
な
ど
を
行
い
、
平
成
日
年
ロ
月
お

日
か
ら
施
行
し
て
い
ま
す
。
施
行
後
の
最

1月17日出

低
賃
金
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
パ

ル
プ
、
紙
製
造
業

(1
時
間
7
3

6
円
)
、
②
一
般
機
械
器
具
製
造
業

(1

日
6
、
0
1
0
円

・
1
時
間
7
5
2
円
)

①
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器
具
、

電
子
部
品
、
デ
バ
イ
ス
製
造
業

(1
時
間

7
1
0円
)、
④
船
舶
製
造
・
修
理
業
、
舶

用
機
関
製
造
業

(1
時
間
7
6
3
円
)
、
各

種
商
品
小
売
業

(1
時
間
6
6
7
円
)

な
お
、
今
回
の
改
正
な
ど
で
前
記
①
は

「
電
子
計
算
機
・
向
付
属
装
置
製
造
業
」
に

も
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
と
も
に
、

の
あ
あ
⑤
の
最
低
賃
金
額
の
日
額
表
示
は

廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
労
働
局
賃
金
室

包

0
8
9
・
9
3
5
・
5
2
0
0

八
幡
浜
労
働
基
準
監
督
署

8
0
8
9
4
・
2
2
・
1
7
5
0

ア
ル
コ
ー
ル
や
薬
物
で

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
?

ア
ル
コ
ー
ル
や
薬
物
依
存
の
問
題
を
持

つ
人
の
家
族
と
友
人
の
集
ま
り
「
ア
ラ
ノ

ン
」
で
は
、
同
じ
苦
し
み
を
分
か
ち
合
い
、

平
安

・
生
き
る
勇
気
・
希
望
を
持
て
る
よ

う
、
次
の
と
お
り
話
し
合
い
の
機
会
(
参

加
無
料
)
を
設
け
ま
す
。

1月24日出

1月31日出

期
日

2
月
1
日
間

.
午
後
l
時
1
3
時

だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

.
午
後
3
時
1
4
時

初
め
て
の
家
族
の
集
ま
り
で
す
。

会
場

愛
媛
県
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

(松
山
市
山
越
町
4
5
0
)

問
い
合
わ
せ
先

特
定
非
営
利
活
動

(
N
P
O
)
法
人

ア
ラ
ノ
ン
ジ
ャ
パ
ン

G
S
O
四
国
連
絡
先

8
0
9
0
・
7
5
7
4
・
1
3
8
4

Z
否

ミ
ヨ
ω
ヨ
σ
0
「・コ
一
コ
『
コ

ω
石

¥
〉
「
目

〉

Z
O
Z
'」
〉
勺
〉

Z
¥

一zo
m×
Z
ヨ

お
お
す
赤
煉
五
館
ご
案
内

V
お
お
ず
赤
煉
瓦
館
「
あ
な
た
か
ら
の
年

賀
状
」
展

l
月
4
日
間
1
1
月
国
日
間

V

大
洲
市
職
員
文
化
展

1
月
初
日
ω
1
1
月
お
日
制

V

大
洲
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
写
真
展

-
月
初
日
樹
1
2
月
l
日
倒

展
示
時
間

午
前
日
時
1
午
後
5
時

※
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
公
@
1
2
8
1

可
国
自
国
国
E
E
E
E
E
E
E

昭
和
白
年
4
月
に
発
行
が
開
始
さ
れ

た
「
広
報
お
お
ず
」
も
今
回
で

5
7
8

号
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
取
材
な

ど
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
多
く
の
皆

さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。

さ
て
、
今
年
は
市
制
施
行
日
周
年
。

そ
し
て
来
年
に
は
、
新
「
大
洲
市
」
の

誕
生
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
一
人
で
も

多
く
の
皆
さ
ん
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
、
分
か
り
ゃ
す
い
広
報
誌
に
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

(

や
)
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内
相 談 内 冒"."‘ 日 時な ど 場所な ど 聞い合わせ先

人 f雀 ヰ目 談 1月15日(木)/10時~正午 久米公民館
君、ぐときは法務局 fi24-4155 

(法務省) 1月19日(月)/10時~正午 市役所2階会議室

人権擁護委員1;:よる 毎週月・水・金曜日 法務局大洲支局
法務局大洲支局 fi24-4155 

無 料 キ目 談 戸斤 9 時~ 16 時(休日を除く) 人権相談室

fラ 政 キ目 談
1月20日(火)/午前10時~午後4時 市役所2階会議室

急ぐときは まま24-5072(山本)
(総務省) fi24-4294 (辻)

市民法律相談 1月17日(土)/午前10時~午後4時 市民会館
※予約が必要。総務財政課行政係

fi24-21 1 1 内線328

社会保険相談
1月7日(水)/午目ij10時~午後3時泊分

大洲商工会議所
松山西社会保険事務所

1月20日(火)/午前10時~午後3時泊分 fi089-925-5105 

不動産無料相談 1月15日(木)/午前9時~午後4時 宅建協会大洲支部 (有)上田喜六不動産 fi24-4452 

l一般相談 毎週月・水曜日

!法律相談 毎週火木曜日 大洲市総合福祉
受付は総合福祉センター l階

心配ごと l介護相談 毎週金曜日 センター
社会福祉協議会窓口まで

中目 談 l 時間はいすれも (相談室直通)
fi23-0313 

午前10時~正午、午後l時~午後4時 告 23-5629
祝日年末年始を除く

家庭児童相談
月~金曜日/午前8時加分~午後5時15分

市役所高齢福祉課 n24-21 1 1 内線178
祝日 年末年始を除く

人権・同和問題 1<: 月~金曜日/午前8時泊分~午後5時15分 大洲隣保館 合 24-6100
関する何で も 相 談 祝日年末年始を除く 大洲福祉会館 n25-0947 

青少年相談電話
月~金曜日/午前B時担分~午後5時15分

青少年センター まま24-7830
祝日年末年始を除く

ふれ愛スクール相談電話
月~木曜日/午目ij9時~午後4時

国立大洲青年の家 まま24-1414
祝日ー年末年始を除く

案とー-.，
ιー談本目

※いずれも無料です。お気軽にご相談くださし、。

シ
リ
ー
ス

-h測
の
き
ば
む

ι

矢
落
川
の
名
の
由
来

新

谷

永
禄

・
天
正
年
間
に
、
土
佐

ち
ょ

う

そ
が

ぺ
も
と
ち

か

の
豪
族
長
宗
我
部
元
親
は
南
予

一
帯
を
次
々
と
攻
略
し
、

大
洲

d
ub
』

γν
よ・
ヲ

地
方
の
貞
行
城
・
元
城
の
両
城

へ
と
迫

っ
て
き
ま
し
た
。

貞
行
城
・
元
城
に
立
て
こ
も

っ
た
軍
勢
は
、
日
毎
に
食
糧
も

少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
貞

行
城
主
貞
行
氏
は
、
部
下
の
中

か
ら
強
弓
の
士
を
選
、ぴ、

『思
い
が
け
な
い
長
期
の
ろ
う
城
と
な

っ
て
食
糧
も
残
り
少
な
く
な

っ
て
困
ろ
う
が
、
こ
ち
ら
も
困
っ

て
い
る
。
だ
が
も
う
少
し
頑
張
れ
ば
、
敵
も
引
き
揚
げ
る
に
違

い
な
い
」

と
書
い
た
文
を
矢
に
し

っ
か
り
と
付
け
て
、
こ
の
矢

文
を
元
城
へ
射
さ
せ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
矢
文
は
元
城
ま

で
届
か
ず
、
両
城
の
中
間
を
流
れ
る
川
に
落
ち
て
し
ま
い
ま
し

た
。川

岸
に
陣
取
っ
て
い
た
土
佐
軍
兵
が
そ
れ
を
見
つ
け
、
敵
将

に
差
し
出
し
ま
し
た
。
受
け
取

っ
た
敵
将
は
、
両
城
は
近
い
う

ち
に
降
参
す
る
と
確
信
し
、
長
期
戦
に
入
り
、
両
城
は
と
う
と

う
落
城
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
「
矢
文
の
落
ち
た
川
」
を
そ
の
後
土
地
の
人
々
は
「
矢

落
川
」
と
呼
び
、
旧
国
道
に
か
か
る
「
矢
落
橋
」
の
名
と
共
に
、

今
も
新
谷
に
そ
の
名
を
と
ど
め
て
い
ま
す
。

大
洲
市
教
育
委
員
会
発
行

「
大
洲
の
昔
ぱ
な
し
と
里
う
た
」
第
お
話
か
ら

_ .----'1;. 

企旧国道に架かる矢落橋

大洲市内の交通事故

11月末現在 昨年同期

件数 239 226 

負傷者 313 299 

死者 3 2 

市民の動き

平成15年11月28日現在

39，111人 (+42) 出生 27人 (-4) 

18，687人 (+37) 死亡 26人 (-13)

20，424人 (+5) 

14，854世帯 (+33)

人口

男

女

世帯数

今月の納税は

市・県民税 4期

国民健康保険税5期

20 

( )内は対前月比納期限は2月2日です
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